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２．研究期間：平成 27 年 11 月  




















A 氏：60 歳代男性。PD 歴 6 ヶ月。デバイスを
使用。入院中の指導に対して理解良好であった。 
B 氏：30 歳代女性。PD 歴 6 ヶ月。デバイスを
使用。入院中の指導に対して理解良好であるが、
手術や退院後の生活に対し不安が強かった。  
















































































































































































































に目を向けて―，腹膜透析， p741‐ 743， 2010 
２）川西秀樹：改訂２版  患者さんの悩みの答
える新しい CAPD ケアマニュアル，メディカ出
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時間に制限があること A氏）会議時に貯留が 14時間になったこと。活動と移動が制限されること。 
B氏）自由そうで自由ではなく、意外と一日中時間に追われていること 
C氏）旅行など予定を立ててからではないと行けないこと。バッグ交換の時間を気にして
動かなければならないこと。時間に追われ、自宅に帰るのを遅れることが出来ないこと 
仕事が出来ないこと B氏）バッグ交換の時間の制限があり仕事ができないこと 
C氏）退院後仕事復帰しようと思っていたが時間の制限があり出来なかったこと。 
PD に伴う異
常事態 
入浴時のトラブル A氏）入浴時のトラブル（パウチのはずれ、ジョイントの緩み） 
C氏）入浴時のトラブル（パウチが外れる） 
PDに伴う身体の異常 B氏）出口部周囲の掻痒感 
C氏）手洗いと消毒による手荒れ。アルコールがしみること。 
バッグ交換時のトラブル B氏）マスクを付け忘れた、キャップも手元になかったこと。自宅で血性排液がでたこと。
排液中に毎回便意があること。 
退院後の生活
に関すること 
退院後の体液量過剰 A氏）外食が多くむくみが出現し退院してから何を食べるか困ったこと 
B氏）移植のために減量しなければならないが退院後は付き合いがあり思うように減量で
きないこと。退院してむくみ水分制限が意外とオーバーすること 
腹部膨満に対するトラブル A氏）腹部膨満による腹帯ベルトのマジックテープの外れ。食事したら横になれず自分が
休める体勢になれないこと 
B氏）風呂掃除。お腹が出て床を洗う時とか水で濡れる。 
退院後の疲労感 B氏）退院後元気になるかと思ったら意外と疲れて動けなかったこと。 
C氏）PDを導入したらすっきりするかと思ったが疲れている。 
退院後の具体的な生活が分
からないこと 
B氏）外出時に食後の薬を忘れること。スポーツジムに通って良いのか、どの程度運動し
ていいか分からないこと。何を食べるか混乱すること 
外出しないことによる筋力
低下 
C氏）足腰が弱ってきたこと 
退院後のサポ
ート不足 
周りに相談できる人がいな
いこと 
B氏）ちょっと気になることがあっても相談できる人が周りにいないこと。なんでこんな
ことしなきゃいけないのかと病むこと。 
医療体制のフ
ォロー不足 
業者と当院のパンフレット
の違いへの戸惑い 
A氏）無菌エースのパンフレットと日赤のパンフレットとの違い（入浴方法について） 
医療者の介入が少ないこと
による手技の変化 
B氏）退院後慣れて少しずつ手技や環境が適当になっていること。 
PD以外での電話連絡をする
かしないかの判断 
C氏）足が痛くて腫れて自分は関係ないと思ったが妻が心配で電話したこと 
 
